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表 -1 風 洞 測 定 断 面 寸 法 １ ）  

紹  介  
 
 

 風 洞 改 造 の 紹 介  

   － ２ 次 元 測 定 胴 の 改 造 －  
 

幽 谷  栄 二 郎 ＊  細 見  雅 生 ＊ ＊  

 

 

風 洞 実 験 棟 は ， 大 阪 工 場 の 敷 地 内 に 位 置 し ， 1989 年 10 月 に 建 設 以 来 ， 橋 梁 を 対 象 と し た 耐      

風 安 定 性 の 検 討 な ど を 行 っ て い る 。 当 社 風 洞 の 特 徴 の 一 つ と し て ， 側 壁 が 移 動 可 能 な 構 造 に な  

っ て お り ， ２ 種 類 の 測 定 断 面 で 風 洞 試 験 を 行 う こ と が で き る 構 造 に な っ て い る 。 ３ 次 元 弾 性 模  

型 を 用 い た 風 洞 試 験 用 と し て ， 幅 4m× 高 さ 2m， ２ 次 元 剛 体 模 型 を 用 い た 風 洞 試 験 用 と し て ，  

幅 1.5ｍ × 高 さ 2m の ２ タ イ プ の 測 定 断 面 で ， そ れ ぞ れ 実 験 を 行 う こ と が 出 来 る 。 こ こ で 紹 介 す  

る 風 洞 の 改 造 は ， 新 た に 幅 3.0m× 高 さ 2m の 測 定 断 面 に 設 定 可 能 と し ， ２ 次 元 剛 体 模 型 の 模 型  

長 さ 方 向 を 縦 に 吊 り 下 げ ， 水 平 方 向 に バ ネ 支 持 し て ２ 次 元 バ ネ 支 持 試 験 を 行 う こ と が 出 来 る よ  

う に し た も の で あ る 。 こ こ で は ， 改 造 の 概 要 お よ び 改 造 後 の 風 速 分 布 に つ い て 紹 介 す る 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 風 洞 改 造 ， ２ 次 元 バ ネ 支 持 試 験 ， 風 洞 性 能  

 

 

ま え が き  
 

 風 洞 実 験 棟 は ， 橋 梁 を 主 と し た 大 型 構 造 物 の 耐

風 安 定 性 ， 特 に 動 的 特 性 に 対 す る 検 討 を 行 う た め

に ，大 阪 工 場 の 敷 地 内 に 1989 年 10 月 設 置 さ れ た 。

風 洞 の 特 徴 の 一 つ と し て ， 側 壁 が 移 動 可 能 な 構 造

に な っ て お り ， ２ 種 類 の 測 定 断 面 で 風 洞 試 験 を 行

う こ と が で き る 構 造 と な っ て い る 。 ３ 次 元 弾 性 模

型 を 用 い た 風 洞 試 験 用 と し て ， 幅 4m× 高 さ 2m，

２ 次 元 剛 体 模 型 を 用 い た 風 洞 試 験 用 と し て ,幅

1.5ｍ × 高 さ 2m の ２ タ イ プ の 測 定 断 面 で ， そ れ ぞ

れ 実 験 を 行 う こ と が 出 来 る 。 こ こ で 紹 介 す る 風 洞

の 改 造 は ， 他 社 と 同 一 長 さ の ２ 次 元 模 型 を 使 用 し

た ２ 次 元 バ ネ 支 持 試 験 が 可 能 な よ う に ， 新 た に 測

定 断 面 寸 法 ： 幅 3.0m× 高 さ 2m に 設 定 可 能 と し ，

２ 次 元 剛 体 模 型 の 長 さ 方 向 が 鉛 直 に な る よ う に 縦

に 吊 り 下 げ ， 水 平 方 向 に バ ネ 支 持 し て ２ 次 元 の 風

洞 試 験 を 行 う こ と が 出 来 る よ う に し た も の で あ る 。 

 
 
 
 

 

 

１ ． 改 造 の 概 要  
 
各 社 の 所 有 す る 風 洞 設 備 の 測 定 断 面 寸 法 を 表 -1 

 

測 定 部 寸 法 (ｍ ) 
風 洞 所 有 会 社 名  

幅  高 さ  長 さ  

6.0 3.0 24.0 
石 川 島 播 磨 重 工 業 ㈱  

2.5 1.5 8.0 

川 田 工 業 ㈱  2.0 2.5 15.0 

1.5 2.0 20.0 
住 友 重 機 械 工 業 ㈱  

2.0 3.0 15.0 

4.0 2.0 26.5 
日 本 鋼 管 ㈱  

2.0 3.0 15.0 

8.0 3.0 20.0 
日 立 造 船 ㈱  

2.0 3.0 5.0 

三 井 造 船 ㈱  2.0 3.0 20.0 

10.0 3.0 10.0 
三 菱 重 工 業 ㈱  

6.0 5.0 30.0 

4.0 2.0 20.0 

3.0※  2.0※  16.0※  駒 井 鉄 工 ㈱  

1.5 2.0 16.0 

※ 新 し く 追 加 し た 測 定 部 断 面  
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図 -1 改 造 測 定 断 面 概 略 図  

２ 次 元 剛 体 模 型  

回 転 枠  

 

に 示 す 。 表 の 着 色 部 を み て わ か る よ う に ， 幅 2.0m

× 高 さ 3.0m の 測 定 断 面 を 有 す る 風 洞 が 多 数 あ る 。 

当 社 の 風 洞 は ， 高 さ 2.0m で ， 側 壁 の 移 動 で 幅

が 4.0m ま で で あ れ ば ， 変 更 可 能 な 構 造 と な っ て

い る 。 そ こ で ， 同 一 長 さ の ２ 次 元 模 型 を 使 用 し た

風 洞 試 験 が 行 え る よ う に ， 測 定 断 面 （ 表 -1※ 部 ）

と 模 型 支 持 装 置 の 改 造 を 行 っ た 。 風 洞 改 造 後 の 測

定 部 を 風 上 側 か ら み た 概 略 図 を 図 -1 に 示 す 。 風 洞

の 測 定 断 面 は ， 高 さ 2m× 幅 3m と な っ て お り ，

幅 方 向 に 長 い 断 面 に な っ て い る 。 迎 角 設 定 用 の 回

転 枠 お よ び バ ネ 支 持 装 置 は ， 天 井 側 と 床 面 下 側 に

配 置 し て お り ， ２ 次 元 模 型 は ， 風 洞 建 屋 天 井 付 近  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か ら ワ イ ヤ ー で 縦 に 吊 り 下 げ る よ う に な っ て い る 。

図 -2 に バ ネ 支 持 試 験 の 概 略 図 を 示 す 。  

 風 洞 試 験 を 行 う 場 合 に ， 橋 桁 な ど の 縮 尺 模 型 を

用 い る 。 本 四 公 団 基 準 2)で は ， 縮 尺 模 型 の 縮 尺 率

は ， 橋 桁 の ２ 次 元 剛 体 模 型 の 場 合 「 縮 尺 は 1/100

を 下 ま わ っ て は な ら な い 。」 と い う 記 述 が あ り ， こ

れ よ り も 大 き な 縮 尺 で ， か つ 閉 塞 率 （ 風 洞 測 定 断

面 に 対 す る 模 型 の 占 有 す る 割 合 ） 5%以 内 と い う 基

準 か ら ，出 来 る だ け 大 き な 縮 尺 率 を 採 用 し て い る 。

閉 塞 率 か ら 定 ま る 模 型 の 気 流 方 向 投 影 高 さ は ， 今

ま で の ２ 次 元 測 定 断 面 で は ， 高 さ 2000mm×

0.05=10cm で ， 今 回 改 造 し た 断 面 で は ， 模 型 を 鉛

直 に 天 井 か ら 吊 り 下 げ る こ と で ， 幅 3000mm×

0.05=15cm と な る 。 し た が っ て ， 以 前 よ り 縮 尺 率

の 大 き な 模 型 を 使 用 し た ２ 次 元 試 験 を 行 う こ と が

可 能 と な る 。  

 
２ ． 改 造 後 測 定 断 面 の 風 速 分 布  
 
風 洞 改 造 作 業 完 了 後 ， 本 四 公 団 基 準 2)に 定 め ら

れ て い る 項 目 の 中 で ， 下 記 2 項 目 に つ い て 確 認 試

験 を 行 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 風 速 分 布 の 測 定 （ 風 速 偏 差 ） に つ い て は ， ピ ト

ー 管 式 流 速 計 を ， 乱 れ 強 さ に つ い て は ， 熱 線 流 速

計 を 用 い て 行 っ た 。 風 速 10m/s に お け る 風 速 分 布

測 定 結 果 を 図 -3 に 示 す 。 結 果 を 示 す 範 囲 は ， 模 型

設 置 位 置 周 辺 で あ る 測 定 断 面 中 心 か ら 幅 方 向 ±

650mm， 高 さ 方 向 ± 700mm と し て い る 。 風 速 偏

差 ， 乱 れ 強 さ と も ， 模 型 設 置 位 置 で は 上 記 基 準 を

満 足 し て い る 。 ほ と ん ど の 領 域 で 上 記 基 準 を 満 足

し て い る が ， 模 型 設 置 位 置 か ら 離 れ た 位 置 で ， 基

準 値 を 若 干 超 え る 値 と な っ て い る 。 風 洞 の 性 能 を

ま と め る と 表 -2 の よ う に な る 。  

 

 図 -2 ２ 次 元 バ ネ 支 持 試 験 概 略 図  

風  

風 洞 の 具 備 す べ き 特 性 （ 一 部 抜 粋 ）  

・  風 速 分 布 は 平 均 風 速 に 対 す る 偏 差 が ±

１ ％ 以 内 で あ る も の と す る 。（ ’73 で は ，

± 2％ 以 内 ）  

・  風 速 の 乱 れ 強 さ は 1％ 以 内 で あ る も の と

す る 。  
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あ と が き  
 
 近 年 ， 橋 梁 に 高 さ 8m を 越 す よ う な 遮 音 壁 が 設

置 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。 こ の よ う な 橋 梁

の 橋 桁 を 模 型 化 す る 場 合 ， 風 洞 閉 塞 率 の 制 約 に よ

り 模 型 の 縮 尺 率 が 小 さ く な る 。 よ り 精 度 の 高 い 試

験 を 行 う 上 で は ， 出 来 る だ け 縮 尺 率 が 大 き い 模 型

の 使 用 が 望 ま れ る 。 今 回 の 改 造 で ， 従 来 よ り も 大

き な 縮 尺 の 模 型 （ 同 じ 閉 塞 率 の 制 限 の 場 合 1.5 倍 ）

で の ２ 次 元 バ ネ 支 持 試 験 が 可 能 と な っ た 。 ま た ，

今 ま で の 機 能 に 加 え て ， 他 社 の 2 次 元 模 型 を 用 い

た 風 洞 試 験 と 同 じ 条 件 で の 試 験 が 可 能 に な っ た 。

こ の よ う な 特 徴 を 生 か し た 信 頼 性 の 高 い 風 洞 試 験

を 実 施 し ，設 備 を 活 用 し て い き た い と 考 え て い る 。

風 の 問 題 の 中 で も 最 近 は 環 境 に 関 連 し た 内 容 が 注

目 さ れ て い る 。 今 後 は 構 造 物 の 耐 風 性 だ け で な く

風 の 問 題 全 般 に 目 を 向 け 風 洞 を 活 用 し た 取 り 組 み

を 検 討 中 で あ る 。  

最 後 に な り ま し た が ， 風 洞 の 改 造 に 当 た っ て ご

協 力 い た だ い た 関 係 者 の 方 々 に 感 謝 の 意 を 表 し ま

す 。  
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(b) 乱 れ 強 さ （ ％ ）  

(a) 風 速 偏 差 （ ％ ）  

図 -3 風 速 分 布 測 定 結 果  
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２ 次 元 試 験

（ 縦 吊 り ）

幅 4.0 1.5 3.0

高 さ 2.0 2.0 2.0

長 さ 20.0 16.0 16.0

0.5～ 10.8 0.5～ 25.0 0.5～ 15.0

1.0以 内 1.0以 内 1.0以 内

0.9以 内 0.5以 内 1.0以 内

注 ） 模 型 設 置 範 囲

風 速 偏 差 (%)注 ）

乱 れ 強 さ (%)注 ）

３ 次 元 試 験 ２ 次 元 試 験試 験 種 類

風 速 範 囲 （ m/s）

測 定 部
寸 法
（ m）

表 -2 風 洞 性 能  


